
奈良県脳卒中ネットワーク 

脳卒中予後調査の実施（試験運用）について 

 

脳卒中の治療は、地域において、急性期病院での治療と、回復期病院や維

持期病院でのリハビリテーションを中心とした治療を、各病院が役割分担しな

がら連携して行います。（次頁「連携診療計画書より」参照） 

 

医療機関の連携を強化し、患者にとって切れ目のない一貫した医療を提供

するため、奈良県では、脳卒中発症から自宅復帰までの切れ目ない患者さん

の情報をインターネット経由のシステムにより医療機関間で追跡・共有する「脳

卒中予後調査」を実施するしくみを構築しています。 

※ 共有される情報は、患者さんの氏名等の特定の個人を識別できる情報を登録 ID に置き換

えた上で共有します。 

※ システムはパスワードを用いて管理され、入力にあたっては個人情報の保護や患者さんの

プライバシー等に配慮します。 

 

なお今後の脳卒中治療の発展のため、診療情報については上述のとおり個

人の情報を保護した上で、関係者が症例研究等に使用することがあります。 

 

令和８年３月より、脳卒中予後調査について一部の病院において試験運用

を実施していますので、趣旨についてご理解いただきますようお願いします。 

 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

奈良県脳卒中ネットワーク検討委員会事務局 

奈良県 医療政策局地域医療連携課 

TEL 0742-27-8676 

奈良県脳卒中・心臓病等総合支援センター 

 



奈良県脳卒中ネットワーク　連携診療計画書より

段階 維持期（生活期）

目的
安心して生活できることを

目指します
入院期間

検査 必要に応じてCT・MRI・脳血管撮影・血液検査等 必要に応じてCT・血液検査等 薬の処方等を継続
治療 診断と専門的な治療 診察、継続した薬の処方

治療薬を点滴投与、必要に応じ手術を検討 再発予防のための薬や食事療法

適時病状や予後について説明

危険因子の評価（喫煙・血圧・糖尿病・心疾患など）

再発予防のための内服や食事療法

適時病状や予後について説明

リハビリ 早期にリハビリテーションを開始 自宅での生活に向けた集中的なリハビリテーション リハビリテーションを継続

＜リハビリテーションの目的> ＜リハビリテーションの目的＞ ＜リハビリテーションの目的＞

寝たきりの予防 日常生活動作の向上・自宅復帰の準備 日常生活動作の維持

できるだけ早くに起き上がり （例）起き上がりや移乗動作の練習

自分の力で動くことを目指す 車椅子移動・歩行練習・嚥下訓練

日常生活（トイレ・入浴・更衣）の訓練

自宅など生活の場

今後に 患者さん・ご家族と退院後の生活について話し合い 訓練・機能回復の見通しの説明 自宅のほか、有料老人ホームなどの

ついて 自宅退院の場合、介護保険の手続き等を説明 自宅改修などのアドバイス 施設において生活

転院の場合、希望を伺って転院先を調整 患者様・ご家族と退院後の生活について話し合い 状態に応じて介護サービス等を利用 　

自宅退院の場合、介護保険の手続き等を説明

転院の場合、希望を伺って転院先を調整 【治療】

転院後に急に症状の悪化した場合 再発予防のための薬や食事療法

必要に応じて紹介元の急性期病院が対応 ・運動など

（病院の外来や、かかりつけ医にて）

【リハビリ】

＜リハビリテーションの目的＞仕事復帰や退院時の日常生活動作の維持

(例) 療養の場でのリハビリテーション、外来・通所リハビリテーション（デイケア）　介護予防教室など

この連携診療計画書は標準的な経過を説明したものです。患者さまの状態により異なる経過になることもあります。

ご質問がありましたらスタッフのお尋ねください。

急性期（病院）

症状を安定させます

2週間程度

回復期（病院）

日常生活動作の向上を目指します

段階ごとに専門の病院が

連携して

治療やリハビリを行います


